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　　２０１３年３月２８日
地方本部　執行委員長
〃　　　青年（青年女性）部長
各　 単組総支部　執行委員長　　様

〃　　　青年（青年女性）部長
道本部  青年部幹事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自治労北海道本部

執行委員長　山上　　潔　　

青年部長　瀧口　和成
反核・平和の取り組みに関する諸集会について
　連日のご奮闘に心より敬意を表します。

さて、2011年3月11日の東日本大震災・東電福島第一原発事故から2年が経過しました。しかし、被災地の復旧・復興は進まないばかりか、安倍政権は「2030年代原発ゼロ」政策をゼロベースで見直し、原発の「再稼働や新増設」「再処理路線」に突き進もうとしています。また、原子力規制委員会は、原発の運転期間を40年とする原則について、安全基準を満たし続けると判断できれば、最長20年まで運転延長を認める方針を打ち出しています。

　さらには、国内では米国への追従姿勢が続き、米軍基地強化とともに自衛隊と米軍との連携、基地機能強化が推し進められていますし、安倍首相は党憲法改正推進本部に出席し、改憲に強い意欲を示しています。非公開の講演では「自民党はいよいよ憲法改正に本腰を入れて取り組むことになった。まず96条から進めたい」と述べ、自衛隊に関しては「国民の生命と財産を守るのが自衛隊の誇り。『国防軍』と名前を変えるべきだ」と語っています。「非武装平和主義」「基本的人権の尊重」「国民主権」を三大原則とする日本国憲法は、日本によるアジア・太平洋戦争における植民地支配と侵略戦争に対する反省から、恒久平和の強い願いを込めて制定されたものです。
　この間、自治労北海道本部青年部としても主体的かつ積極的に反核平和の火リレー、平和友好祭運動、さようなら原発1000万人アクションなどに結集しながら、平和と民主主義の確立をめざしてきましたが、引き続き、職場・地域から多くの仲間と学習・交流を深め、運動を強化していくことが重要です。
　つきましては、４月２７日（土）に、札幌市で下記のとおり諸集会が開催されますので、地区の青年共闘組織の有無にかかわらず、多くの青年の参加をお願いします。
記
１．2013年度　反核平和の火リレー第26回全道総会
①主　催　　反核平和の火リレー北海道実行委員会

②日　程　　４月２７日（土）　１３：００～１４：３０　講演学習
　　　　　　　　　　　　　　　１４：３０～１６：００　リレー総会
　　　　　　　　　　　　　　　　１８：００～　　　　　　交流会

　③場　所　　北海道青年会館　ユースホール　（札幌市中央区北6条西6丁目３－１）
　④議　題　　2012年度活動総括・2013年度活動方針、財政決算・予算、その他
　⑤交流会　　会費３，０００円　※会場は、当日お知らせいたします。　　

２．2013年度　第52回平和友好祭全道総会

①主　催　　北海道青年学生平和友好祭実行委員会
②日　程　　４月２７日（土）　１６：００～１７：００　※反核平和の火リレー総会終了後
　③場　所　　北海道青年会館　ユースホール　（札幌市中央区北6条西6丁目３－１）
　④議　題　　2012年度活動総括・2013年度活動方針、財政決算・予算、その他

　

３．参加報告

　・別紙参加報告書により、４月２２日（月）までに報告してください。
　　　　　送付先　　自治労北海道本部　青年部　瀧口

　　　　　住　所　　札幌市北区北６条西７丁目　　自治労会館２階

　　　　　ＦＡＸ　　０１１－７００－２０５３
４．その他

運動交流のためにも、リレー・平友祭運動に限らず、各地区や地本・単組総支部での活動の資料や教宣紙などを６０部印刷のうえ、持ち寄ってください。
・不明な点は、青年部　瀧口までお問い合せください。

TEL（011）747-3211　　FAX（011）700-2053
　以　上

